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研究要旨 

本研究では横断調査によって、よりハイリスクな MSM層の実態を把握することを目的としてい

る。当初の計画では初年度は機縁法により事前調査、2-3 年目に本調査の実施と介入の試行を行

うこととしていたが、分析可能な対象者数の回答を得ることや、先行研究との比較を行うことを

踏まえ、計画を変更して初年度には 2地域で質問紙調査を実施することとした。初年度には調査

内容について男性同性愛者を中心とする当事者団体らと検討し、先行研究で用いられた質問項目

に加えインターネット利用に関する項目、新たな知識となる Treatment as Prevention や PrEP

の知識についての項目を追加し、2018 年 1月 12日から 2月 12日の 1ヶ月間、中四国地域および

横浜、仙台で調査を実施した。 

中四国地域では 7 県のゲイバー40 店舗から協力を得られ、総計 780 部の質問紙を配布し、568

部回収した（回収率 72.8%）。また横浜では 20店舗の協力を得て、総計 340部の質問紙を配布し、

279 部回収した（回収率 82.1%）。仙台では、10店舗の協力を得て、総計 170部の質問紙を配布し、

137 部回収した（回収率 80.6%）。ゲイ向け商業施設 70店舗の協力を得て、総計 1,290 部の質問紙

を配布し、984部回収した（回収率 76.3%）。現在分析を進めている。 

 

A.研究目的 

先行研究では MSM における生涯受検割合は

6 割～7 割程度、過去 1 年間の受検割合は 3

割程度にとどまっている。 

未受検者や定期的な受検習慣がない MSMの

中には、薬物使用者や経済的困窮者、セック

スワーカー、ネットワークが希薄な地方地域

在住の MSM等、感染リスクの高い層が含まれ

ると考えられる。また予防啓発が届いていな

い層では HIV/AIDSに関する意識や知識、およ

びスティグマは従来のままであると考えられ、

効果的な予防介入の浸透が阻害されている可

能性もある。これらの層は従来の予防介入で

は届かなった層であり、MSM の中でもより HIV

感染リスクの高い層である。今後予防介入は

よりハイリスクな MSM 層に焦点化して展開し

ていく必要があり、本研究では横断調査に

よって、よりハイリスクな MSM層の実態を把

握することを目的としている。また、最終的

には各地域の CBOで連携してよりハイリスク

な層に有効な介入方法を検討し、試行と効果

評価の方法を検討することも目的としている。 

 

B.研究方法 

当初の計画では初年度は機縁法により事前

調査、2-3 年目に本調査の実施と介入の試行

を行うこととしていたが、分析可能な対象者

数の回答を得ることや、先行研究との比較を

行うことを踏まえ、計画を変更して初年度に

2地域で質問紙調査を実施することとした。 

方法は先行研究と同様に、各地域の CBOが

ゲイ向け商業施設利用者を対象に HIVに関す



 

る知識の提供や検査行動の促進を目的にした

活動を展開していることをふまえ、これらの

CBO を介して、ゲイ向け商業施設に調査協力

を依頼し、質問紙調査を商業施設スタッフか

ら利用者に配布する仕組みとした。同意の得

られた商業施設にアンケートセットを配布し、

従業員から利用者に直接手渡され、利用者が

記入後厳封し、商業施設にある回収袋に投函

する方法とした。回答者には謝礼として商業

施設で使用可能なチケット（1,000 円相当）

と調査依頼書をアンケートセットに同封して、

無記名自記式の質問紙と一緒に配布した。 

調査項目は先行研究と同様の項目を活用し、

基本属性、過去 6ヶ月間の商業施設など利用

経験、予防啓発活動の認知、ソーシャル・キャ

ピタル、HIV 抗体検査受検経験、検査の未受

検理由、性行動および予防行動とした。さら

に男性同性愛者を中心とする当事者団体(東

北：やろっこ、首都圏：NPO 法人 akta・NPO

法人 SHIP、東海：ANGEL LIFE NAGOYA、近畿：

MASH大阪、中四国：HaaTえひめ/BRIDGEプロ

ジェクト、沖縄県：nankr沖縄)と共同し、当

事者参加型で検討を進め、男性同性愛者の社

会的文脈に沿った調査項目となるよう検討し

作成した。 

初年度は CBOと研究方法および調査内容を検

討し、調査開始が 2018年 1月 12日（金）か

ら 2月 12日（月）としたため、実施状況を研

究結果として報告する。なお、本研究は大阪

青山大学倫理審査委員会の承認を得た。 

 

C.研究結果 

調査内容について 

本研究ではよりハイリスクな MSM 層の実態

を把握することを目的としているため、CBO

スタッフと検討し、これまで意識的に予防介

入を行ってこなかった層を特定する項目とし

て、以下のインターネット利用に関する項目

を追加した。 

 

 過去６ヶ月間に、以下の SNS や掲示板を活

用して、画像や文字を投稿しましたか？ 

 前問でチェックした、SNS や掲示板、アプ

リに、自分の顔や身体の画像を投稿したこ

とがありますか 

 前問で、チェックした SNSや掲示板に、裏

アカウント持っていますか？ 

 前門で、チェックした SNSや掲示板でであっ

た相手とセックスしたことがありますか？ 

  

先行研究では、商業施設利用者の中でもイ

ンターネットを利用した出会いを積極的に行

う層における感染リスクの高さが報告されて

いるが、MSM におけるインターネット利用の

方法も多様性があることについて明らかにし

た研究はみあたらない。検討する中で、新た

に追加した項目のような経験を有する人は感

染リスクの高い層であると思われるが、より

ハイリスクな層に焦点をあてて予防啓発を進

めるためには、まず、彼らの動向を明らかに

する必要があると考えた。 

 

また新たな知識となる Treatment as 

Prevention や PrEP の知識について以下の項

目も追加し、HIV/AIDSに関する知識や意識の

状況を把握することにした。 

 

 あなたは、抗 HIV 薬(ウイルスの増殖を抑

える薬)の服薬治療により、体内のウイルス

量が検出限界未満となり、それを維持する

ことで、HIV を他者に感染させる可能性が

ほとんどゼロに近くなることを知っていま

すか？ 

 「HIV 感染予防のためのセックス前の服薬

（PrEP,プレップ）」や「HIV に感染したか

もしれないときの予防服薬(PEP,ペップ)」

に関する上記のような情報について、知っ

ていましたか? 

 あなたの友達や知り合い、セックスの相手

で、HIV陰性者（HIVに感染していない人）

の中に「HIV 感染予防のためのセックス前

の服薬（PrEP,プレップ）」をしている人は



 

いると思いますか？ 

 あなたは、「HIV 感染予防のためのセック

ス前の服薬（PrEP）」を服薬したいと思いま

すか？ 

 

 新たな知識については、ゲイコミュニティ

における啓発普及の必要性が指摘されている。

日本の現状として、これらの認知が低いこと

は先行研究で報告されているが、一方コミュ

ニティでは PEP や PrEP についてはインター

ネットの情報を見て問い合わせがあったり、

個人輸入等の動きも少ないが存在する。結果

的にリスキーな行為を望んでいる層が PrEP

のことを知れば、余計にアンダーグラウンド

に潜っていく可能性も考えられる。また TasP

については HIV を持っている人に対するス

ティグマの払拭につながるが、コミュニティ

に情報を提供するときには、TasP について気

軽に伝えられる環境が整っていることも重要

である。本調査では、上記のような意見交換

をふまえ、まず初めに、新たな知識や意識が

どの程度浸透しているかを把握することを目

的とした。 

 

調査地域について 

初年度の調査対象地域は横浜、仙台、中四

国のゲイ向け商業施設利用者とした。参加地

域と参加店舗数および配布数の合計を以下の

表に示した。 

仙台・中四国では本調査で初めてゲイコ

ミュニティの商業施設利用者を対象とする横

断的質問紙調査の実施となった。また横浜地

域では本調査で 3度目の実施となる。先行研

究との相違点としては、商業施設の中でゲイ

向け性風俗店である有料のハッテン場や売り

専等の商業施設から協力を得られていること

であり、これまで予防介入が届かなかった層

の動向把握に寄与すると考えられる。 

 

実施状況について 

中四国地域では 7県のゲイバー40店舗から

協力を得られ、総計 780部の質問紙を配布し、

568部回収した（回収率 72.8%）。また横浜で

は 20 店舗のゲイバーおよびハッテン場から

協力を得られ、総計 340部の質問紙を配布し、

279部回収した（回収率 82.1%）。仙台では、

10 店舗のゲイバーおよび売り専から協力を

得られ、総計 170 部の質問紙を配布し、137

部回収した（回収率 80.6%）。 

総数では、ゲイ向け商業施設 70店舗の協力

を得て、総計 1,290部の質問紙を配布し、984

部回収した（回収率 76.3%）。実施状況を以下

の表に示した。 

 

表 1 実施状況 

地域 協力

店舗 

配布

数 

回収数 

（回収率） 

中国

地域 

岡山県 9 170 90 

広島県 17 330 278 

島根県 1 20 0 

四国

地域 

愛媛県 4 10 94 

香川県 4 70 61 

徳島県 1 80 10 

高知県 4 100 35 

小計 40 780 568（72.8%） 

横浜 20 340 279（82.1%） 

仙台 10 170 137（80.6%） 

小計 30 510 416（81.6%） 

総計 70 1,290 984（86.3%） 

 

D.考察 

実施状況では回収率はおおむね 8割と高く、

これまで CBOが活動を展開し、商業施設との

関係を構築してきたことが影響していると考

えられる。 

本調査の結果によって、エイズ予防指針の

もとに実施されてきた従来型の予防介入では、

介入が届きづらかった「よりハイリスクな

MSM 層」の実態が明らかとなり、彼らへの予

防介入を検討するうえで重要な資料を得るこ

とが可能となる。また「よりハイリスクな MSM

層」への予防介入は、今後の新規 HIV感染者

数の減少に向けた有効な介入方法の開発と展

開につなぐことが期待できる。 



 

 

E.結論 

今年度は、本研究の目的となる「よりハイ

リスクな MSM層」について CBOと協働して整

理し、その実態を把握するための調査内容と

方法を検討した。複数の新たな質問項目を作

成し、調査実施の準備を進めた。 

調査対象となった地域には初めて実施する

地域やゲイ向け性風俗店利用者も含まれるこ

とが可能となり、次年度以降分析を進めてい

く。 
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